
社会資本総合整備計画（変更）

◆計画の名称 :  安全で利便性が高く快適な港湾環境の形成

◆計画の期間 :  平成２４年度～平成２８年度　　　５年間

◆交付対象    :  苫小牧港管理組合

◆計画の目標 :  係留施設や臨港交通施設等の港湾施設整備を適正に行い安全で利便性が高く快適な港湾環境の形成を図る。

◆計画の成果目標 :

 ○苫小牧港西港区埠頭間道路の整備計画延長860ｍのうち860ｍ迄整備を進捗させる。

 ○苫小牧港西港区第1・第2船溜りにおいて第1船溜に係留施設144ｍの整備を行い、現有係留施設延長595mを739mに延長する。

◆交付金対象事業 :

全体事業
H24 H25 H26 H27 H28 (百万円)

1,145

◆事業評価 :

苫小牧港管理組合では、目標の妥当性、計画の効果・効率性、計画の実現可能性の３点について評価をしています。

評価内容は、次項に示しています。

事　　業　　名 事　業　内　容 港湾　・地区名
事業実施期間(年度)

埠頭間道路整備 道路の整備 苫小牧港 ・西港区 675

第1船溜整備 物揚場・泊地の整備 苫小牧港 ・西港区 470

合　計　(港湾事業)



事業評価

項目 評価項目 評価 備考

上位計画との整合性 ○ 苫小牧港港湾計画と整合した整備計画である。

地域の課題への対応 ○ 地域課題を踏まえた整備計画である。

整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○ 整備計画の目標に合致した定量的指標である。

定量的指標の明瞭性 ○ 客観的な指標である。

目標と事業内容の整合性 ○ 目標に対応した事業内容である。

事業の効果の見込みの妥当性 ○ 目標の妥当性より事業効果は十分期待できる。

円滑な事業執行の環境 ○ 関係者等の理解と協力を得ており、円滑な事業遂行ができる。

地元の機運 ○ 利用者からの強い要望があがっている。
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